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目　的

　臨終時のケアは，緩和ケアの本質的な要素の 1
つである．これまでに，臨終前後の QOD（死間
近の QOL）や医療者の望ましいケアの推奨につ
いての報告がなされている1, 2）．患者の症状緩和
への対処はもちろんのことであるが，日本やアジ
ア圏の文化においては，家族など他者との関係性

を大切にする傾向にあり3～5），臨終前後のケアに
はその配慮が必要である．特に，臨終時には家族
が患者のそばにいることの価値観や，家族の十分
悲嘆できる時間の確保に対する医療者の配慮など
が推奨されている2, 3）．経験的にも，家族が患者
の死の瞬間を見守ることができるよう医療者が配
慮していることが多い．先行研究においても，家
族がいない時に患者が突然亡くなった場合の家族
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家族の臨終に間に合うことの意義や 
負担に関する研究

大谷　弘行＊

　終末期がん患者の臨終時における，家
族の立ち会いの有無とその心理的影響を
明らかにすることを目的とし，緩和ケア
病棟で患者を看取った遺族を対象に調査
を行った．
　90％以上の家族が患者の臨終時に立ち
会いの希望があり，さらに半分以上の家
族が絶対立ち会いたいと考えていた．し
かし，多くの家族が患者の臨終時に立ち
会いを希望しているにもかかわらず，実
際に立ち会えなかった場合においても，
その後の家族の抑うつや複雑性悲嘆との
有意な相関はなく，「患者が大切な人に伝
えたいことを伝える」が，調整要因によ

る調整後において有意に同定された．
　多くの家族が患者の臨終時に立ち会い
を希望している中，家族に患者の臨終の
際の立ち会いの希望の確認の配慮は必要
であると思われる．しかし，患者死亡後
の家族の抑うつや複雑性悲嘆の影響を考
慮するならば，患者が亡くなる直前・後
の配慮だけでなく，さらに患者が亡くな
るまでの過程における，「患者が大切な人
に伝えたいことを伝える」という家族と
患者の互いのコミュニケーション（死の
準備のためのコミュニケーション）の促
進に対する医療者の配慮がより大切と思
われた 9～11）．

サマリー

12



12．家族の臨終に間に合うことの意義や負担に関する研究

Ⅲ．付帯研究 ● 109

の怒りや後悔の可能性や，ある家族においては，
死の準備や一緒にいたい他の家族を呼ぶために，
患者の死が近づいてきた時には知らせるよう希望
することが報告されている6, 7）．しかし，家族の
視点から，家族が患者の死の瞬間を見守ることの
意義や，後の影響について明らかにした研究はほ
とんどない．
　本研究の主要目的は，患者の臨終の際に家族が
立ち会ったかどうかによる心理的影響（抑うつ，
複雑性悲嘆），あるいは，「患者が大切な人に伝え
たいことを伝えたか」どうかによる心理的影響を
明らかにすることである．副次目的は，臨終に立
ち会いたい希望があった家族の割合と，立ち会い
の実際の有無の割合を明らかにすることである．

結　果

　965 名の遺族に発送し，727 名（75％）が返答
した．そのうち回答を拒否した 69 名を除外した
658 名（68％）の質問紙を抽出し，さらに，Brief 
Grief Questionnaire （BGQ），Patient Health 
Questionnaire-9 （PHQ―9），臨終の際の家族の立
ち会い希望とその実際，「患者が大切な人に伝え
たいことを伝えたか」のすべての項目に回答して

いる 544 名（56％）を解析対象とした．
　患者と遺族の背景因子について表 1 に示す．

1）臨終の際の立ち会いの希望と実際の状況
　90％以上の家族が，患者の臨終の際の立ち会
いを希望していた〔絶対に立ち会いたいと思っ
ていた（52％，n=281），そう思っていた（40％，
n=217）〕（図 1）．臨終の際の立ち会いを希望して
いた家族のうち，実際に立ち会った家族は 79％

（n=394）であった．
　また，臨終の際の立ち会いの希望の有無にか
かわらず，立ち会った家族は解析対象の 76％

（n=411）であった（図 1）．実際に立ち会った人
数は中央値 2.0 名（四分位範囲 1～4）で，81％の
家族が 1～5 名，17％の家族が 5～10 名，1.4％の
家族が 11 名以上の人数で立ち会った．立ち会っ
た関係性では，配偶者 76％，子ども 67％，父親
40％，母親 32％，兄弟・姉妹 31％であった（実
際にいる家族で立ち会った割合）．また，友人や
近所に住んでいる人が立ち会った場合も，それぞ
れ 9 場面（1.7％），8 場面（1.5％）あった．
　医療者による臨終時の立ち会いの確認の負担感
について尋ねたところ，76％（n=384）の家族が，

表 1　背景

患者背景 家族背景

年齢（歳） 年齢（歳）
　中央値（四分位範囲） 75 (65 ～ 82) 　中央値（四分位範囲） 61 (52 ～ 69)

男性［n, %］ 287 53% 男性［n, %］ 193 36%

原発がん部位［n, %］ 患者との続柄［n, %］
　肺 132 24% 　配偶者 229 42%

　肝胆膵 88 16% 　子ども 223 41%

　胃・食道 70 12% 　兄弟・姉妹 29 5.4%

　大腸・直腸 70 12% 　親 11 2.1%

　前立腺・腎・膀胱 44 8.1% 　その他 44 8.2%

　子宮・卵巣 37 6.8%

　頭頸部 33 6.1%

　乳房 22 4.0%

　血液 12 2.2%

　その他 36 6.6%
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負担に思わなかった，あまり負担に思わなかった
と回答した（図 1）．

2）臨終時の立ち会いの実際と遺族の抑うつと
複雑性悲嘆

　患者死亡後の家族の抑うつと複雑性悲嘆の割合
を図 2 に示した．
　患者死亡後の家族の抑うつと複雑性悲嘆の調整
要因として，患者の年齢・性別，家族の年齢・性
別，家族のサポートの有無（付き添いや介護代理
がいるかどうか），家族の患者との関係，ホスピ
ス入院期間とし，「患者の臨終時に家族が実際に
立ち会ったかどうか」「患者が大切な人に伝えた
いことを伝えたか」について，家族の抑うつの有

無と複雑性悲嘆の有無との関連の解析を，単変量
解析および，多変量解析による調整要因との調整
を用いて行った．
　患者死亡後の家族の抑うつおよび複雑性悲嘆の
有無において，調整要因による調整を行って有意
に同定された項目は「患者が大切な人に伝えたい
ことを伝えたか」のみであった（抑うつ：補正
オッズ比，0.42；95％ CI, 0.26～0.69 p=0.001；複
雑性悲嘆：補正オッズ比，0.53；95％ CI, 0.29～
0.94 p=0.032）．「患者の臨終時の家族の実際の立
ち会いの有無」は，家族の抑うつおよび複雑性悲
嘆との関連性において同定されなかった．また，
患者の臨終の際に立ち会いを希望する家族に限っ
て解析を行っても，同様に，抑うつおよび複雑性

図 1　臨終の際の立ち会いの希望と実際の状況

図 2　患者死亡後の家族の抑うつと複雑性悲嘆の割合
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図 3　患者の臨終時の家族の体験

表 2　抑うつと複雑性悲嘆の関係
抑うつ（PHQ） 複雑性悲嘆（BGQ）

単変量解析 多変量解析による
調整要因との調整 単変量解析 多変量解析による

調整要因との調整

抑うつあり
（PHQ≧10）
n=100

p オッズ比
（95%CI） adjusted p

複雑性悲嘆あり
（BGQ≧8）
n=65

p オッズ比
（95%CI） adjusted p

患者が大切な人に伝えたいこと
を伝えたか <0.001 0.42

（0.26-0.69）0.001 0.0040 0.53
（0.29-0.94）0.032

患者が大切な人に伝えたいこと
を伝えられた，どちらでもない
（n=399）

15%（58） 10%（38）

患者が大切な人に伝えたいこと
を伝えられなかった（n=145） 29%（42） 19%（27）

立ち会い希望と実際の立ち会い 0.094 0.58 0.089 0.46

立ち会い希望あり立ち会えた，
立ち会い希望なし（n=440） 20%（86） 13%（57）

立ち会い希望あったが立ち会え
なかった（n=104） 13%（14） 8%（8）
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最期の瞬間に，患者さま独りで寂しい思いをさせなくてよかった

からだの変化をみて実感することで，覚悟することができた

患者さまは，家族がいることが分かっていた

患者さまに，最期に感謝やお別れのことばをかけられた

普段いなかった家族が最期に間に合うことには意味があった

「間に合わなければならない」という気持ちの負担感が強かった

「今日明日かもしれない」と言われ，いつか分からないので負担だった

付き添いは，自分の生活や仕事のかなりの負担になった

来ることができた家族が少なかったので寂しかった

家族・親族が患者には聞かせたくないことを言うのでつらかった

家族のだれかが間に合わなかったことで，自分が責められた

患者さまの呼吸が止まるときにはいなかったが，
医師の死亡確認は家族が揃ってから行った

立ち会わなかったことを悔やんだり，自分を責めたりしている

それまでにお見舞いなどによく行って覚悟をしていたので，
臨終には立ち会わなくてもいいと思っていた

患者さまが「付き添うより他の事を優先しなさい」と言っていたので，
臨終には立ち会わなくてもいいと思っていた

臨終時に立ち会った家族 (n=411)の体験　（とても思った・思ったの割合）

臨終時に立ち会わなかった家族(n=133)の体験　（とても思った・思ったの割合）
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悲嘆の調整要因による調整後の関連性は同定され
なかった．さらに，患者の臨終の際に立ち会いを
希望し，付き添っていた家族が患者の呼吸停止に
気づいたかどうかの有無との関連においても同様
であった（表 2）．

3）臨終時の家族の体験
　臨終時に立ち会った家族の体験，臨終時に立ち
会わなかった家族の体験で，とても思った・思っ
たの割合を図 3 に示した．臨終時に立ち会った家
族の 90％（n=370）が，「最期の瞬間に，患者さ
まを独りで寂しい思いをさせなくてよかった」と
肯定的な回答をしていた一方で，臨終時に立ち会
わなかった家族のうち，27％（n=36）が「立ち
会わなかったことを悔やんだり，自分を責めたり
している」という否定的な回答をしていた家族も
いた（図 3）．

考　察

　本調査は，終末期がん患者の臨終時の家族の立
ち会いの有無とその心理的影響について明らかに
した初めての研究である．2 つの重要な知見が明
らかになった．すなわち，多くの家族で臨終時の
立ち会いの希望があったこと，臨終時に立ち会い
希望があった家族が実際に立ち会えなかった場合
の心理的影響である．
　第 1 に，90％以上の家族で患者の臨終時に立ち
会いの希望があり，さらに半分以上の家族が絶対
立ち会いたいと考えていた．これは，フランスの
研究においては 34％しか家族の臨終時の立ち会
いがなかったことを考えると，家族など他者との
関係性を大切にする傾向にある日本の特徴なのか
もしれない8）．さらに，約 20％の家族が患者の臨
終の立ち会いで 5 人以上で患者を取り囲み，中に
は少数ながらも友人や近くに住んでいる人も患者
の臨終の際に患者の家族とともにそばにいたこと
が明らかになった．これは，臨終時に立ち会った
家族の 90％（n=370）が，「最期の瞬間に，患者
さまを独りで寂しい思いをさせなくてよかった」
とあるように，大勢で看取ることにも関係性を大

切にする日本の文化背景がうかがえる．また，医
療者による臨終時の立ち会いの確認の負担感に
ついて，76％（n=384）の家族が，負担に思わな
かった，あまり負担に思わなかったと回答してい
る．以上のことから，患者の臨終が近づいてきた
時には，家族の負担感も考慮しつつ，家族に患者
の臨終の際の立ち会いの希望を確認した方がよい
かと思われる．
　第 2 に，臨終時に立ち会いの希望があった家族
が実際に立ち会えなかった場合においても，その
後の家族の抑うつや複雑性悲嘆との有意な相関は
なかった．これは，多くの家族が患者の臨終時に
立ち会いの希望をしているが，立ち会い希望の家
族が立ち会えなかったからといって心理的に大き
く影響しない可能性が示唆される．それよりも，

「患者が大切な人に伝えたいことを伝えたか」ど
うかを調整要因で調整したところ，抑うつ・複雑
性悲嘆が同定されたことから，患者が亡くなるま
での家族と患者の互いのコミュニケーション（死
の準備のためのコミュニケーション）の促進に対
する医療者の配慮がより大切かと思われた9～11）．
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